懲戒請求書
○○弁護士会　御中

懲戒請求者

会長 ○○ ○○様 

氏　名　〇〇　〇〇 




（※会長名は無くてもよい）
住　所 〒〇〇◯-〇〇◯　〇〇市○○区○○

連絡先 ０００－０００－００００


	対象弁護士
	所属事務所及び事務所の所在地

	氏　名
	〇〇　〇〇　弁護士
	〇〇法律事務所

〒◯◯◯-◯◯◯　〇〇市〇〇区〇〇

連絡先　０００－０００－００００

	登録番号
	〇〇〇〇〇〇
	


〈請求の趣旨〉
弁護士法第１条、第２５条、第２９条の違反及び弁護士職務規定第２７条、第５３条
第７５条違反につき弁護士法第５６条により〇〇弁護士会所属○○○の懲戒を求める
（※上記文章は無くても可）
〈懲戒の理由〉
平成〇〇年◯月◯日対象弁護士○○は懲戒請求者に対し以下のことを行なった。
（※自由に書いてください）
（※何枚になっても可能）
（※結語パターン①）
対象弁護士の上記の行為は弁護士法第５６条第一項に違反し弁護士としての品位
を失うべき非行にあたる行為です。よって冒頭の通り懲戒処分を求めます。
（※結語パターン②）
以上の理由により、私は○○弁護士に対して懲戒処分を求めます。
平成◯◯年◯月◯日（※提出日）
懲戒請求者氏名　　（直筆サイン）　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
「添付書類」
① 証拠となるもの （訴状など）
② 対象弁護士を特定するもの （弁護士会のHPの検索結果を印刷したもの等）
③ その他、綱紀委員会が懲戒の判断を出来るような資料等
	【提出にあたっての注意事項】

1.
懲戒請求書という正式に決まった書式は有りません、とりあえずどんな弁護士会でも使えそうな雛形を作りましたので参考にして下さい。弁護士会により若干違いが有るかもしれませんので詳細は各弁護士会にお聞き下さい。

2.　　各弁護士会によって提出部数が違います。各弁護士会に確認してください。
尚、証拠も同じ部数揃えてください。

3.　　提出された証拠書類は返還されません、原本を手元に置き、コピーを提出して下さい。但し、懲戒請求書は原本を提出して下さい。
【懲戒請求に関して】

1.
最初から日弁連に懲戒は出せません。所属弁護士会から出します。
2.
綱紀委員会は各弁護士会で人数は違いますが京都の場合は２４名、一つの事件の担当は２人ぐらいです。全員が所属弁護士です。
3.
綱紀委員会での決議は全員で行います。
4.
被懲戒者（弁護士）が綱紀委員会へ反論書を出した時、閲覧の申請をして見せろというのはできますが判断は綱紀委員会です。
簡単には見せてくれません何が回か申請を出してみるべき権利があると弁

護士会に認めさせることが大事です。
5.
懲戒申請から綱紀委員会の決議まで早くて6 ヶ月かかる見込み。
6.
６ヶ月以上掛かっている場合は弁護士会事務局に電話して遅いと抗議しましょう。
7.
途中で対象弁護士がまた非行行為やゴマカシをする場合がありますからすぐに追加の懲戒を出しましょう。
8.
綱紀委員も同じ弁護士仲間ですから聴聞などの時にかばったりします。必ず録音しておくこと。相手方も録音しますが綱紀委員を信用してはいけません。自分で録音しましょう。
9.
懲戒申請を出してそのままではいけません。遅い場合は遅いとか、綱紀委員がかばった発言したら抗議文を出しましょう。黙って結論を待っていたら何もしてくれません。
10.
懲戒処分が出ても日弁連広報誌「自由と正義」に掲載するのみです。あまり期待しない方がいいでしょう。


